
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
式典で紹介した「120 年の軌跡」から抜粋（H23 年度以降） 

1. 部活動の主な活躍 
（１）演劇部 

演劇部は、平成２４年度に全国⾼等学校総合⽂化祭で
上演した「掌（たなごころ）〜あした卒業式〜」が⽂化
庁⻑官賞、平成２８年度には「Is（あいす）」が⽂部科
学⼤⾂賞を獲得し、それぞれ国⽴劇場で優秀校公演を⾏
い、全国屈指の強豪校となりました。また、令和３年度
には「⾐」が中部⽇本⾼等学校演劇⼤会で⽂部科学⼤⾂
賞を受賞し、今年度の全国⾼等学校総合⽂化祭に出場し
て、優良賞を受賞しました。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）相撲部 
相撲部は、平成 26 年度に創部 100 周年という⼤きな

節⽬を迎えました。「岐⾩県⾼等学校総合体育⼤会団体
の部 10 連覇」を始め、県内の優勝旗は常に本校が獲得
しています。優勝カップを持っている⼭藤勇治さん（写
真）は、令和２年度
の 全 国 選 抜 ⼤ 会
80kg 級で準優勝し
ました。また、令和
4 年度の全国⾼等
学校総合体育⼤会
で⽥島徳⽂さんが 80kg 級で第 5 位に⼊賞しました。 

（３）全国⼤会出場の部活動 
⾺術部・男⼦バスケットボール部・⼥⼦ソフトテニス

部・柔道部・放送部・書道部・写真部・科学部・植物プ
ロジェクト部が全国⼤会に出場しています。 

2. ⽇本学校農業クラブ全国⼤会 
（１）農業鑑定競技会 

農業鑑定競技会の全国⼤会で、平成２３年に畜産の部
で⽚桐沙季さん、平成２３年と２４年に農業⼟⽊の部で
南⾕拓哉さん、平成２４年に畜産の部で野⽥篤弘さん、
平成２４年と２５年に⾷品の部で上⽥裕紀さん、令和３
年には農業⼟⽊の部で河合諄さんがそれぞれ最優秀賞
を受賞しました。 

明治３３年１０⽉１⽇に、加納尋常⼩学校におい

て岐⾩県農学校の開校式が挙⾏されました。これ

が後の岐⾩農林⾼等学校で、現在も１０⽉１⽇を

「創⽴記念⽇」としています。 
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（２）プロジェクト発表会 
平成２５年から動物科学科のまくわうりひろめ隊は、

まくわうり列⾞を運⾏させるなどして、まくわうりの知
名度を⾼め、⽇本学校農業クラブ全国⼤会プロジェクト
発表会の部には５度出場しました。また、平成２８年度
に園芸科学科のメロン班、令和元年度には⾷品科学科の
徳⼭唐⾟⼦班が出場しています。 

３.研究活動 
（１）スーパーサイエンスハイスクール（SSH） 

平成 24 年度に農業⾼校で初めて⽂部科学省からスー
パーサイエンスハイスクールの研究指定を受け、「バイ
オ・⾷・農・環境分野において、⽣徒⾃らが課題を発⾒
解決する教育活動により、持続可能な社会を担う、国際
感覚を⾝に付けた科学技術系⼈材を育てるシステムの
開発」を研究開発課題として、北⽅町をはじめとした⾃
治体や岐⾩⼤学などの研究機関と連携協定を結び、最先
端の科学技術に触れながら、プロジェクト学習に取り組
みました。バナナの⽪からのバイオエタノール抽出や光
合成タンパク質によるイネの遺伝⼦の研究など、SSH の
様々な活動を通して、科学的な⼿法で課題研究に取り組
めるようになり、学会等での発表の機会も増えました。
科学に対する⽣徒の興味・関⼼も⾼まり、⾃然科学部の
町環多さんが平成 29 年度の⽇本⽣物学オリンピックで
銅賞を獲得しました。 

 
（２）フィリピン海外研修 

世界中のイネの品種を栽培しているイネ品種改良最
前線の国際稲研究所において、遺伝⼦実験を⾏ったり、
フィリピン⼤学付属ルーラル⾼校の⽣徒たちとともに

お互いの研究について交流を⾏うなど、４泊５⽇のフィ
リピン海外研修を⾏い、国際感覚を養っています。 

（３）スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール(SPH) 
平成３０年度から令和２年度まで⽂部科学省からス

ーパー・プロフェッショナル・ハイスクールの研究指定
を受け、「地域の⾷・農・環境の持続的な発展に貢献する
⼈材の育成―新たな技術や発想を取り⼊れた農業を創
造する“GINO Brand”を⽬指してー」を研究開発課題
として、地域資源の活⽤や地域環境の保全、地域課題の
解決などグローバルな視点を持ちつつ地域産業を担う
⼈材、地域創⽣をリードできる⼈材を育成することを⽬
的として研究に取り組みました。地域の特産物であるま
くわうりを⽤いた商品やイシクラゲを使ったうどんの
開発を⾏い、地域と包括連携協定を結び開発した商品の
販売につなげました。また、⽣徒たちが地域の農家に対
してＧＡＰ認証取得に向けたアドバイスを⾏ったり、⽔
⽥⽣態系の保全と稲作との両⽴について検証を⾏い栽
培⽅法の違いによる⽔管理の効果を検証したりして、地
域の資源を活⽤したり、地域の課題解決に取り組みまし
た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 式典で紹介した「１２０年の軌跡」の動画は、以下の QR
コードからご覧いただくことができます。 

 
  岐⾩農林⾼校同窓会 HP 
http://ginou-douso.org/keiji2.html 


